
形式－Ｅ 形式－Ｅ

産業廃棄物処理実態調査票(平成25年度実績)【その３】 産業廃棄物処理実態調査票(平成25年度実績)【その１】

（具体的な内容）

（主要製品又は商品）

－　　　－　　　

千
億

百
億

十
億

 
億

千
万

百
万

十
万

 
万

　１．発生した。

　２．発生しなかった。

記入年月日 平成　　年　　月　　日

平成25年度の１年間に廃棄物は発生し
ましたか。該当する番号に○を付けて
下さい。

※この欄は記入しないで下さい。

調　査　票　番　号

事業所名

従業者数 製造品出荷額等(製造業のみ記入)

所 在 地

代表者氏名
記入者

(部課､氏名)

１．工場・作業所・鉱業所
２．開発研究のみ
３．事務所のみ
４．その他（　　　　　　　　）人 万円/年

（「事業内容コード表」から番
号を選択して記入して下さ
い。）

事業所の形態

貴事業所の平成25年４月１日時点
の従業者数（パート等の臨時職員及
び役員等を含む）を記入して下さ
い。

平成25年4月１日から平成26年3月31
日までの１年間の額を記入して下さい。

貴事業所の形態に対する番号に○を付けて下さ
い。

電 話 番 号 e-mail

１．本調査の対象期間は平成25年度（平成25年４月１日～平成26年３月
31日）の１年間です。

２．本調査は事業所単位で行いますので、調査票が送付された事業所に関し
て以下の質問にお答え下さい。貴事業所以外に貴社の本社〈店）、支社
（店）、工場等があってもそれは調査の対象となりません。

３．廃棄物（有償で引取された副産物も含める）が調査の対象期間中に何も
発生しなかった場合は、本調査票【その１】の「事業所の概要」、「事業
内容」、「規模等」、【その３】の「水銀を含む製品の使用・保管、廃棄
及び処理の状況」欄をご回答のうえ返送して下さい。

事
業
所
の
概
要

規
模
等

事
業
内
容

上記の「事業所の概要」、「事業内容」、「規模等」、
【その３】の「水銀を含む製品の使用・保管、廃棄及び
処理の状況」に記入の後、本票を返送して下さい。

ふりがな

調査票【その２】「貴事業所から発生した廃棄物の状況」、
【その３】「水銀を含む製品の使用・保管、廃棄及び処理の状況」
に記入の後、本票を返送して下さい。

所

事業内容コード表
０９ 食料品製造業 １０ 飲料・たばこ・飼料製造業 １１ 繊維工業 １２ 木材・木製品製造業（家具を除く）

１３ 家具・装備品製造業 １４ パルプ・紙・紙加工品製造業 １５ 印刷・同関連業 １６ 化学工業

１７ 石油製品・石炭製品製造業 １８ プラスチック製品製造業 １９ ゴム製品製造業 ２０ なめし革・同製品・毛皮製造業

２１ 窯業・土石製品製造業 ２２ 鉄鋼業 ２３ 非鉄金属製造業 ２４ 金属製品製造業

２５ はん用機械器具製造業 ２６ 生産用機械器具製造業 ２７ 業務用機械器具製造業

２８ 電子部品・デバイス・電子回路製造業 ２９ 電気機械器具製造業 ３０ 情報通信機械器具製造業

３１ 輸送用機械器具製造業 ３２ その他の製造業

廃
棄
物
の
発
生
の
有
無

蛍光管
（一般照明用）

ボタン電池
（空気亜鉛電池のみ）

あり ・ なし あり ・ なし あり ・ なし あり ・ なし あり ・ なし

個、kg、ℓ
(単位に○)

個、kg、ℓ
(単位に○)

個、kg、ℓ
(単位に○)

個、kg、ℓ
(単位に○)

個、kg、ℓ
(単位に○)

個、kg、ℓ
(単位に○)

個、kg、ℓ
(単位に○)

個、kg、ℓ
(単位に○)

個、kg、ℓ
(単位に○)

個、kg、ℓ
(単位に○)

⑤　⑥・⑦の廃棄物の種類
　①に同じ
　その他（　　　　　）

　①に同じ
　その他（　　　　　）

　①に同じ
　その他（　　　　　）

　①に同じ
　その他（　　　　　）

　①に同じ
　その他（　　　　　）

個、kg、ℓ
(単位に○)

個、kg、ℓ
(単位に○)

個、kg、ℓ
(単位に○)

個、kg、ℓ
(単位に○)

個、kg、ℓ
(単位に○)

個、kg、ℓ
(単位に○)

個、kg、ℓ
(単位に○)

個、kg、ℓ
(単位に○)

個、kg、ℓ
(単位に○)

個、kg、ℓ
(単位に○)

Ⅰ

Ⅱ

名
称

都道府県 都道府県 都道府県 都道府県 都道府県

市町村 市町村 市町村 市町村 市町村

　水銀を含む製品（水銀添加製品）の使用・保管、廃棄及び処理の状況
　（平成25年4月1日～平成26年3月31日の1年間）

以下の製品について
必ず記入して下さい。

　蛍光管・ボタン電池以外の水銀添加製品について、
下の「①水銀添加製品コード表」から該当する

製品の記号を選び、記入して下さい。

⑧処理方法

（複数選択可。「⑧処理方法
コード表」から選択して記入し
て下さい。また、Ｚ９を選択し
た場合は具体的方法をご記入下
さい）

⑨自社や委託先の中間処
理方法

（複数選択可。「⑨自社
や委託先の中間処理方法
コード表」から選択して
記入して下さい。Ｚを選
択した場合は具体的方法
をご記入下さい）

⑩　⑧・⑨の処理先

所
在
地

①水銀添加製品の種類

②使用の有無（平成25年度）

③使用量
（平成25年度）

④使用前保管量
（平成25年度末時点）

⑥廃棄前保管量
（平成25年度末時点）

⑦廃棄量
（平成25年度）

①水銀添加製品コード表

Ａ：ガラス製水銀温度計

Ｂ：水銀充填式温度計

Ｃ：高圧用ダイヤフラムシール圧力計

Ｄ：気圧計

Ｅ：水銀体温計

Ｆ：水銀血圧計

Ｇ：歯科用アマルガム

Ｈ：医薬品

Ｉ：塗料

Ｊ：水銀化合物（試薬）

Ｋ：水銀ランプ

Ｌ：冷陰極蛍光ランプ

Ｍ：製造工程から排出される水銀含有物

Ｎ：その他

〔具体的に 〕

⑧処理方法コード表

Ｑ１：自社の処分場で埋立処分した。

Ｖ１：自社で再利用した。

Ｗ１：売却（利益があった）した。

Ｚ１：自社で保管している

Ｓ１：処理業者の処分場で直接埋立処理した。

Ｕ１：処理業者に中間処理（資源化・リサイクルを

含む）を委託した。

Ｘ１：廃品回収（資源）業者、あるいは納入業者、

関連企業等で再生処理をした。

Ｚ３：不動産（ビル）管理会社が自社のものとして

処理等をした。

Ｚ４：納入業者に返却した。

Ｚ９：その他

〔具体的に 〕

⑨自社や委託先の中間処理方法コード表

〔 具体的に 〕

Ａ1：焼却

(熱回収あり)

Ａ2：焼却

(熱回収なし)

Ｇ：破砕

Ｊ１：溶融

(熱回収あり)

Ｊ２：溶融

(熱回収なし)

Ｋ：切断

Ｏ：ｺﾝｸﾘｰﾄ

固型化

Ｖ：濃縮

Ｘ：選別

Ｙ：焙焼

(水銀リサイクル)

Ｚ：その他



貴事業所から発生した廃棄物の状況 ●自社で発生した副産物全てが対象となります。 再生利用、売却をしている場合も記入して下さい。
形式－Ｅ

①廃棄物の名称 ⑨処理・最終処分先又は

行
番

百
万

十
万 万 千 百 十 一

単位
１次
処理

２次
処理

３次
処理

百
万

十
万 万 千 百 十 一

単位
再生利用先の所在地

１次
処理

２次
処理

３次
処理

1
kg

ｔ,㎥
→

kg
ｔ,㎥

→
(      　) 都道　　　  市町

府県　　　　  村 1・2・3
　都道　　　　  市町
　府県　　　　  　村

2
kg

ｔ,㎥
→

kg
ｔ,㎥

→
(      　) 都道　　　  市町

府県　　　　  村 1・2・3
　都道　　　　  市町
　府県　　　　  　村

3
kg

ｔ,㎥
→

kg
ｔ,㎥

→
(      　) 都道　　　  市町

府県　　　　  村 1・2・3
　都道　　　　  市町
　府県　　　　  　村

記 4
kg

ｔ,㎥
→

kg
ｔ,㎥

→
(      　) 都道　　　  市町

府県　　　　  村 1・2・3
　都道　　　　  市町
　府県　　　　  　村

5
kg

ｔ,㎥
→

kg
ｔ,㎥

→
(      　) 都道　　　  市町

府県　　　　  村 1・2・3
　都道　　　　  市町
　府県　　　　  　村

6
kg

ｔ,㎥
→

kg
ｔ,㎥

→
(      　) 都道　　　  市町

府県　　　　  村 1・2・3
　都道　　　　  市町
　府県　　　　  　村

7
kg

ｔ,㎥
→

kg
ｔ,㎥

→
(      　) 都道　　　  市町

府県　　　　  村 1・2・3
　都道　　　　  市町
　府県　　　　  　村

入 8
kg

ｔ,㎥
→

kg
ｔ,㎥

→
(      　) 都道　　　  市町

府県　　　　  村 1・2・3
　都道　　　　  市町
　府県　　　　  　村

9
kg

ｔ,㎥
→

kg
ｔ,㎥

→
(      　) 都道　　　  市町

府県　　　　  村 1・2・3
　都道　　　　  市町
　府県　　　　  　村

10
kg

ｔ,㎥
→

kg
ｔ,㎥

→
(      　) 都道　　　  市町

府県　　　　  村 1・2・3
　都道　　　　  市町
　府県　　　　  　村

11
kg

ｔ,㎥
→

kg
ｔ,㎥

→
(      　) 都道　　　  市町

府県　　　　  村 1・2・3
　都道　　　　  市町
　府県　　　　  　村

欄 12
kg

ｔ,㎥
→

kg
ｔ,㎥

→
(      　) 都道　　　  市町

府県　　　　  村 1・2・3
　都道　　　　  市町
　府県　　　　  　村

13
kg

ｔ,㎥
→

kg
ｔ,㎥

→
(      　) 都道　　　  市町

府県　　　　  村 1・2・3
　都道　　　　  市町
　府県　　　　  　村

14
kg

ｔ,㎥
→

kg
ｔ,㎥

→
(      　) 都道　　　  市町

府県　　　　  村 1・2・3
　都道　　　　  市町
　府県　　　　  　村

15
kg

ｔ,㎥
→

kg
ｔ,㎥

→
(      　) 都道　　　  市町

府県　　　　  村 1・2・3
　都道　　　　  市町
　府県　　　　  　村

⑪処理後
の再生利
用・最終処
分方法

⑩方法番号④方法番号 ⑤中間処理後量

注）15行以上の記入欄が必要な場合は、あらかじめ用紙をコピーして使用して下さい。

※この
欄は記
入しな
いで下
さい。

③年間発生量 ⑧委託処理業者の

許可番号

産業廃棄物処理実態調査票（平成25年度実績）【その２】 ●この調査票の対象期間は平成25年4月1日～平成26年3月31日の１年間です。この期間中の廃棄物の発生と処理・処分状況を質問事項の①～⑭までの流れに従って記入して下さい。
●別紙、「調査票の記入要領・記入例」、「廃棄物分類番号表」を参考に記入して下さい。

区分 ②分類番号 ⑫資源化用途

自社での中間処理自社で発生した廃棄物の発生量 自社処分・自社再利用、委託処理 委託中間処理 自社・委託での資源化

⑥処理・
最終処分
の方法

⑦処理・最終処分先又は再生利用先の名称等

委託中間処理後の最終処分・再生利用

⑬委託中間処理後の
最終処分先又は再生
利用先の名称等

⑭委託中間処理後の
最終処分先又は

再生利用先の所在地

⑩委託中間処理の方法

⑥の「処理・最終処分の方法」で「U1｣と回答

された場合（中間処理を委託）は、委託先で中間

処理された内容に該当する処理方法の番号を下欄

の「委託中間処理方法コード表」から選んで、中

間処理の過程順に記入して下さい。

⑪委託中間処理後の再生利用・最終処分の方法

委託先で中間処理された後の廃棄物の再生利

用・最終処分方法に該当する番号を下記から選ん

で、その記号を○で囲んで下さい。

１．再生利用・リサイクルしている｡

２．埋立処分している。

３．海洋投入処分している。

①事業所で発生した廃棄物の名称

貴事業所で日常使用している名称で記入して下さい。

（別紙、「廃棄物分類番号表」に示した具体例を参

照）

②廃棄物の分類番号

別紙、「廃棄物分類番号表」をみて該当する４ケタ

の番号を記入して下さい。

③年間の発生量（中間処理する前の量）

各行ごとに１年間の発生廃棄物量を、焼却や脱水な

どの中間処理をする前の量で記入して下さい。 なお、

単位は㎏、ｔ(トン)、㎥のいずれかを選び、○で囲

んで下さい。

④自社での中間処理方法

自社で中間処理された場合は、該当する

処理方法の記号を下欄の「中間処理方法

コード表」から選んで、中間処理の過程順

に記入して下さい。

⑤中間処理後の量

中間処理後の残さ量を記入して下さい。

なお、単位は㎏、ｔ(トン)、㎥のいずれか

を選び、○で囲んで下さい。

⑥処理・最終処分の方法

発生（自社で中間処理した場合は、中間処理後の廃棄物）した廃棄物の処理・最終処分方

法を下欄の「処理・最終処分方法コード表」から選んで、その記号を記入して下さい。

⑦処理・最終処分先又は再生利用先の名称等

処理・最終処分（⑥に該当する）等を行った先の名称と電話番号を記入して下さい。

⑧委託処理業者の許可番号（⑥で「S1､T1､U1」と回答の場合のみ）

委託処理業者の処理施設の所在する都道府県、又は政令市の許可番号を記入して下さい。

⑨処理・最終処分先又は再生利用先の所在地

処理・最終処分（⑥に該当する）等を行った処理・最終処分施設のある所在地を記入して

下さい。

⑫資源化の用途

⑥の「処理・最終処分

の方法」で「資源化」

（V1, V2, W1, X1 ）又

は前問⑪で「１」と回答

された場合、下欄の｢資源

化用途コード表｣から該当

する番号を記入して下さ

い。

⑥処理・最終処分方法コード表

＜自己処理＞
Ｑ１：自社の処分場で埋立処分した。
Ｖ１：自社で再利用した。
Ｖ２：売却できないものを自社で再利用した。
Ｗ１：売却（利益があった）した。
Ｚ１：自社で保管している。

＜産業廃棄物処理業者等へ委託処理＞
Ｓ１：処理業者の処分場で直接埋立処理した。
Ｔ１：処理業者で直接海洋投入した。
Ｕ１：処理業者に中間処理（資源化・リサイクル

を含む）を委託した。
Ｘ１：廃品回収（資源）業者、あるいは納入業者、

関連企業等で再生処理をした。

＜その他＞

Ｚ９：その他

⑩委託中間処理方法コード表 ⑫資源化用途コード表④自己中間処理方法コード表

１０：鉄鋼原料
２０：非鉄金属等原材料
３０：燃料
３１：木炭
４１：飼料
４２：肥料
４３：土壌改良材
５０：土木・建設資材
５１：再生木材・合板
６０：パルプ・紙原材料

７０：ガラス原材料
８０：プラスチック原材料
８１：再生タイヤ
９０：セメント原材料
９１：再生油・再生溶剤
９２：中和剤
９３：高炉還元
９８：その他

具体的に 具体的に 具体的に具体的に

⑬最終処分先又は再生利用先の名称等

⑥で委託中間処理（Ｕ１）後に、最

終処分されている場合、又は、⑦の処

理先から更に別の場所で最終処分・再生

利用されている場合は、最終処分・再生

利用を行った先の名称を記入して下さい。

⑭最終処分先又は再生利用先の所在地

⑬の最終処分・再生利用を行った先

の所在地を記入して下さい。

Ａ1：焼却
(熱回収あり)

A2：焼却

(熱回収なし)
Ｂ：脱水
Ｃ：天日乾燥
Ｄ：機械乾燥
Ｅ：油水分離
Ｆ：中和

Ｇ：破砕
Ｈ：分級
Ｉ：圧縮
Ｊ１：溶融

(熱回収あり)
Ｊ２：溶融

(熱回収なし)
Ｋ：切断
Ｌ：焼成

Ｍ：堆肥化
Ｎ：銀回収
Ｏ：ｺﾝｸﾘｰﾄ

固型化
Ｖ：濃縮
Ｗ：油化
Ｘ：選別

Ｚ：その他

Ａ1：焼却
(熱回収あり)

A2：焼却

(熱回収なし)
Ｂ：脱水
Ｃ：天日乾燥
Ｄ：機械乾燥
Ｅ：油水分離
Ｆ：中和

Ｇ：破砕
Ｈ：分級
Ｉ：圧縮
Ｊ１：溶融

(熱回収あり)
Ｊ２：溶融

(熱回収なし)
Ｋ：切断
Ｌ：焼成

Ｍ：堆肥化
Ｎ：銀回収
Ｏ：ｺﾝｸﾘｰﾄ

固型化
Ｖ：濃縮
Ｗ：油化
Ｘ：選別

Ｚ：その他


